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1.的 背景と目的

平輝  (1997)年の町tl法の改正により、剛 il事業に

おける住民参加が法的に位置づけられ、わが国州 )il整

備において、住民参加は当然のものとなった 翌年の平

成10(1998)年 から始まつた 「全国 ワilの日Jワ ークシ

ョッカ において、多くの 11づくりの事例が報告されて

いるDように、剛 i齢 における住民参加は、計画 ・設

計 ・施工と言つた整備事業のみへの動 耐ことどまらず、

事業後1都 )liを守り育てる利用 ・活用段階まで広がりを

持ちつつある。

しかし、それらの事例で,ま り FIづくり」と言う言

葉が示すように、住民参加の配囲が剛 +1醐 内にとどま

つているものが多↓ヽ 剛 ilは、都市においてはその骨格

を形づくり、また地域住民の住環境においても中′L的な

役割を果たすこと期待されている。今後、特に都市域で

の剛 「軸 においては、冊 il整備事業における住民参カロ

が、単d)il区 域にとどまらず、地域全体のまちづくり

活動のきっかけとなることが期待される。

剛 |1整備をきつ力Wすとしたまちづくりの方法論につい

ては 樋日等の陀留、 lHllジ バーフロント雛 ン

ターによる謂 、極日等による謂 、篠原等による

評 等が行われている。その中では共通して、剛 li管

理者である国・県とまちづくりの主体である市町村、地

域住鳳 雌 人等の関係主体が連携し、
一体的なまち

づくりを行うためのコーディネーターの必要性が指摘さ

れている。

本研究,ま 利 |1疑コ宅市を流れる鯛 ||のふるさと

の il整備事業を対象として、勤 間中に行われた

コーディネートの主依 目的、行為、時期等を整理し、

住民疹班lDミまちづくりのきつかけとなるためのコーディ

ネーターの方法について考察することを目的とする。
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2. 部躍夢韓負と観報崩,法

(1)観踏縮

本研究で対象とする衡弱J「|ふるさとαり11整備事業は、

石川県掲宅市の中心市街地を流れる区間において職

(1997)年より計画策定が行われている (図-1)。 平

成6(1994)年 より、隣接して県道府中七尾駅線シンボ

ルロード整備事業が行われており、」R七尾駅と港を結ぶ

七尾市の都市軸を形成するまちづくりが行われている。

(2)1旧層騒力崩え

本研究で,よ ふるさとの ile― の事業プロセスに

ついて、関係機関が発行したパンフレットやまちづくり

に関する評 講 の知満詢翌 121、表-1ヤ萄寺標際着

へのとアリング調査を実施した

3,御 団 叫ふるさと川鍛 におけるコー7~イ本―ト

ここでは、翻 ||ふるさとのサ1睦備事業が行われるま

でのまちづくりの経鮎 事業のプロセス、事業後の展開

について整理する。まちづくりの年表を表-2に苺 ミ

(1)七 届市のまちづくりの経緯

石川県七尾市は、古くは万業の時代からONrと して栄

え能産の中核都市であるが、昭和岡年頃には主要産業で

ある港湾産鶏ま振るわず中心市街地ま衰退してい亀 昭

四-1 整 備完了区間の御調 1の様子

表-1 ヒ アリング対象者



TR60(1985)焦 このような状況を打破するために、

lt■l七 尾青年会議所が中心となつて 「七尾マリンシテ

ィ構働 を策定し、その推進母体として七尾マリンシテ

ィ協議会め`設立された。同構想は港からの中心市街地の

再生をねらい、その中で位置づけられたフィッシャーマ

ンズワーフが、職   (1991)年「能盛食祭物 とし

て建設された この市場は現在年間釣万人が訪れる七尾

観光の拠点となっている。

舗 てヽ、職   (1995)年には、停滞していた駅前再

開発が進み、日用品等の周輪群が入る大型商業施設 「パ

トリア」がオープンした。これにより七尾市の中心市街

地は、二つの集客核を持つことになつた

さらに、職   (19的年から」Rt尾 駅と七尾港を結

ぶ県適府中七尾駅線シンボルロー捜圏席事業 復軒詢的

0が 開始される。利 「1県,ま 中心的 財ヒに関す

る施策を重点的に行う地区として、県内に8カ所を選定

しまち中の道路整備を行つており、その対象地として選

ばれたことにより事業が行われ亀 事業実施にあたつて

羽 ii県都市計画課ヤよ 道路の整備デザインをワークショ

ップ形式の住民参力Bによつて行うこととし名 また、拡

幅により建て替わる沿道の建築物について,よ 七尾市が

景観形成委員会を組織、沿道住民とともに地区計画を策

定し、平成10(1998)年 12月に都市計画決定し亀

(2)ふ るさとの川整備事業におけるコーディネート

このような状況の中で、平伸  (1997)年7月に御祓川

がふるさとの li整備師11に指定され 健長1,230ml、石

川県剛 |1課および七尾市1商輸刃1蹴 計画の策定を開始

する。整備計画の策定にあたつて利 11則 ii課および七

尾市は、ワークショップ形式による住民参加を行うこと

とし亀

平蔚  (1995)年 よリシンボルロード整備事業のワー

クショップの担当をしていた l■l計 画情報コンサルタ

ント (当Bflの森山氏,よ 「住民にとつては道路も川も

そこに架かる橋も、連続する空間にある
“
生薄の雰

'で

あり、住民参加の場を一緒にするよう県に働きかけた」

と語つている。

平成10(1998)年 、利 il県都鞭 に国土交通省

からの出向した笠原氏が着任じ名 笠原氏,よ森山氏と

協議し、七尾市中心市街地の都市軸を一体的に形成する

ことが望ましVWこもかかわらず、個男いこ実施されている

ふるさとの 1隆端薄業とシンボルロード整備事業等の事

業について、そオしらをまちづくり全体の中で明確に位置

づけることを目的として、鞭 に呼び力Wナて検討体

制づくりを行い、 町 棚 ルネッサンス・都心軸睦備

協議会」を設立し、 「都″と軸整備計画」を策定した 検

討体制田図-2の ようになつており、ワーキングや委員

会において各事業の詳細な検討を行い、必要な行政岡調

整を行う 「行政ワーキンブ鵠 」を経て、市長も委員と

して参加する都蛇輔選備協議会において決定される3層

構造となつている。

表-2 七 尾市中心― におけるまちづくりの経緯

都市軸まちづくリワーキング
シン巾レロード整備事業+ふるさとの 1醸は事業

帥 七層衛づくリセンター様拭食社
インキュ申 ―-8

国-2 棚 討体制図 (Eral軍再月現在)

さらに森山氏は、担当ヨンサルタントとなっている都

市軸まちづくリワーキングについて、沿道住民だけでな

く、事業に興味を持つ人が誰でも自由に参加できる方式

にし、毎回の会議結果をニュースとして現湯に設けた掲

示板で広報し、さらにコミュニティFllを利用して次国の

年 出来事
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中心前録岡鴻退

l■lt尾 手申会期廟誇中心となり、七尾マリンシテ

ィ構想を策定

車 プン

県道府中七尾駅線シンボルロー申

駅前再開発パトリア開店

シン杓レロード軸 に関する住民ワークショッフ榔踏
7月綸町卿|お、るさとOj,1整備河川指定

御脚 H整備計画策定
4月 生 原RIJl:県都市計画藤愛麟任
3月 耐 眺ガ韓づ くリセンター株式穀
12月 浦 中t輝即醍撹数野諄郎ヨ醐邸都市距

笠原ROrdか けにより rt尾市ルネッサンス・観b

舶饉備協機会J路 ヤ 堵観N出 目郁脚団」立崇
ra心軸蔵ちづくリワーキング』にて検出開始

6月 植 軸 脚 !1捜立
11月 御 制 11ふるさとOJ:隆備廿画盟定
9月 鋼 ドヲ町:何荘詩サミットFle
4月 ま ちづくり絡合支援事業開始
4月 イ ンキュベータィ施捜 寄合処脚職館オープン

8月 WOl叫への析り実行委員会殿立

1月 情 報処じるべ蔵オープン

7月 全 国 口11の日」ワークショップ準グランプリ受賞
3月 徳閣Uli浄化研究会発足
6月 元 気ななお仕事塾発足

日鞭  自 土却 翼賞

7月 全国 中||の日」ワークショップグランプリ霊賞



会議予定を広親するよう県に提案し、実行している。

このようにして、平成11年10月までの14岸卜打α導杉2

回の住民ワークショップを行い、詳細のデザインまで含

め榔 )'iと道路整備計画の検討を行つている。 「途中か

らコミュニティFMの広報によつて市内の視覚障害者が険

討に豹 lし、バリアフリーヘの検討も深まった」と森山

氏は語つている。

(3)ま ちづくりへの展開

C株 式会社棚 l‖こよる展開

平成11(1999)率 真、森山氏が中心となって株式会

社御調 ilを設立する。翔 11を中心としたまちづくりを行

うことを目的としており、C繊同Uilの浄化、②界隈の賑

わいの創出、③コミュニティ再生を活動の任としている。

御槻 11浄化に向けては、平成12K2000)台彫月に 1神

調 i障壮力策技術ワークショッカ を剛独 同特 月に

胸‖鞭 け||への祈り実行委員会」を設立、さらに平

成14K2002)年 には行時 、闘氏 由蛎盗業を巻き

込んで 聯陶財!1浄化研究会」を設立し、浄化技術の課い

つを行つている。

界隈の服わV靖J出に向けて,より11沿いに魅力的な店

舗を立地するために、地元商業者を対象としたマーケテ

ィング塾を開催した 平成1212000)4月 雌 尾街づく

リセンター株式会社が購入していた旧十人銀行の建物を

リニューアタレし、 「寄合四闘例駒 がオープンし、塾生

から工芸品店、報 飲食店等の出店者が出ている。
コミュニティ再生に向けては、すriと地域住民との関

係を取り戻すために、平成1212000)9月 の全国ドカ||

サミット等多くのイベントやシンポジウムを開催してい

る。

②七尾市による展開

七尾市は、ふるさとの川整備事業とシンボルロード

整備事業による都市軸の形成に肉付けする力北 ちく 平

成121211110)年にまちづくり総合支援事業を開始してい

る。磁 ヽヽと県道から東西に延びる6本の街路を周辺の

町並みに合わせた舗装にする整備、シンボルロードと御

dllの 間にできた残地のポケットパークとしての整備、

シンボルロードの拡幅整備により立替を余儀なくされた

大正時代の上蔵の 「情報処じるべ蔵」としての整備、等

を事業メニューとして平成1612004)年 まで事業を実施

している。

③片本杉通りにおける展開

七尾市によるまちづくり総合支援事業によつて整備

される、御 ||と県道から東西に延びる6本の衛路のう

ちの1本は、延長45硫の商店街に登録文化財の家力迎軒も

立地し、 「‐本杉通りJと 昭まれる。ここrSlま市による

まちづくり総合支援事業によつて町並みに合つた舗壊改

修が行われた後、地域住民によつて歴史的な街並みに合

わせた歩行者用照明デザインを検討し上で設置した。ま

た、平成16 Ql104)年から明治初廟に能登の風習であっ

た花嫁のれん翔割激こした 1花嫁のオし物展」を離 し、

多くの来訪者を集めている。

4. おわりに

七尾柳 11におけるふるさとの 十1整備事業において

,よ 笠原氏と森山氏という二人のコーディネーターが存

在し亀 笠原氏は意志決定のシステム、検討項目理

住民参加によるの について、の を

相手にコーディネートを行つた。その結果  「都市軸整

備計画的と言う統一した将来構想を明確|ヒすることに成

功している。一方、森J4氏は、印 !|という住

民組織において、川づくりを湖 ||のまちづくりに展開し

ていくコーディネートを行つている。このような行政側

と住民側の双方にコーディネーターが存在ヒ 明確な意

志決定システムと活動主体によつて事業が推進された結

兵 まちづくりへの展開が生まれたと考えられる。
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